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学　部　名　等 略称名

  応応用用生生物物科科学学部部 　　応応生生学学部部

　　農芸化学科 　化学

　　醸造科学科 　醸造

　　食品安全健康学科 　健康

　　栄養科学科 　栄養

  生生命命科科学学部部 　　生生命命学学部部

　　バイオサイエンス学科 　バイオ

　　分子生命化学科 　生化

　　分子微生物学科 　微生物

  地地域域環環境境科科学学部部 　　地地域域学学部部

　　森林総合科学科 　森林

　　生産環境工学科 　工学

　　造園科学科 　造園

　　地域創成科学科 　創成

  国国際際食食料料情情報報学学部部 　　国国際際学学部部

　　国際農業開発学科 　開発

　　食料環境経済学科 　経済

　　国際バイオビジネス学科 　ビジネス

　　アグリビジネス学科　（2023年入学～） 　ビジネス

　　国際食農科学科 　食農

  英英語語にによよるる専専門門教教育育ププロロググララムム 　　英英語語専専門門

  全全学学共共通通科科目目 　　全全学学共共通通

  教教職職課課程程 　　教教職職

  学学術術情情報報課課程程 　　学学情情
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月

2日（日） 入学式

3日（月）～9日（日） 新入生ガイダンス・健康診断

在学生ガイダンス・健康診断

10日（月） 前学期授業開始（7/13まで）

1日（月）～2日（火） 【休講日】

5日（金） 【授業日】こどもの日

18日（木） 【授業日】大学の記念日

13日（木） 前学期授業終了

14日（金）～20日（木） 前学期定期試験（7/17海の日は定期試験を実施）

21日（金） ～

夏季休業　　

　追試験、夏季集中授業、各種教育プログラム

上旬 前学期定期試験の評価開示

27日（水）

28日（木） 後学期授業開始（1/19まで）

2日（木） ～ 収穫祭に伴う休講期間

　（世田谷キャンパス）前夜祭11/2、収穫祭11/3～5

7日（火） 　（厚木キャンパス）前夜祭11/3、収穫祭11/4～5

　（両キャンパス）準備11/2、体育祭11/6、後片付け11/8

12 26日（火） 冬季休業

5日（金）

9日（火） 後学期授業再開

12日（金） 【休講日】大学入学共通テスト準備日

17日（水） 【補講日】

19日（金） 後学期授業終了

卒業論文題目届の提出期限（3年次生）

22日（月）～26日（金） 後学期定期試験

31日（水） 卒業論文の提出期限（卒業年次生）

2 下旬 後学期定期試験の評価開示

6日（水） 【休業日】学校法人の創立記念日

8日（金） 卒業確定者及び進級確定者の発表

20日（水・祝） 学位記授与式

注：上記スケジュールは予定であり、新型コロナウイルス感染症の状況等により変更することがあります。

　　 変更が生じた場合は、随時、学生ポータルにて周知します。

9日（月） 【授業日】スポーツの日
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２０２３年度 年間授業計画

（応用生物科学部・生命科学部・地域環境科学部・国際食料情報学部）

日（曜日） 行事予定
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１ 学生ポータルとは  ※マニュアルから講義連絡、教材フォルダー

　 、 e

の の情報等が に ます。

また、履修登録や成績の確認、 検索など授業の受講に に ます。

　

(1)　

www.nodai.ac.jp/

をクリック

をクリック

ださい。

に

を

］をクリックする

(2)　 メニュー
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　　　上部メニューバー

◇ My時間割

　　　自身の授業時間割が確認できます。授業を受ける前にここから情報を確認してください。

　　　教室変更や休講情報、課題の連絡等の重要な情報を確認できます。

◇ 教務掲示

　　　授業に関する情報の確認や履修登録、成績の確認ができます。

　　　　・時間割表

　　　　　授業時間割表（開講学期・曜日・時限・担当者等）、授業日・集中講義一覧を確認できます。

　　　 ・教務掲示一覧

　　　　　講義の受講方法、レポート課題についての連絡など、授業を受ける上で必要な情報を確認できます。

　　　　　【教務掲示の検索方法】検索条件から必要な情報を検索できます。

　　　　　詳細検索条件の「▼検索条件を開く」をクリックすると過去の掲示内容や教員ごとに確認できます。

①カーソルを「教務掲示」に合わせ

表示された［教務掲示一覧］をクリック

してください。

②履修中の科目に関する講義連絡が

表示されます。

閲覧したい「科目名」をクリックし、

内容を確認してください。

　　　　　～教務掲示種類～

　　　　　　　　休講情報　　　　　　 　授業の休講を確認

　　　　　　　　補講情報　　　　　  　 休講した講義の補講日程を確認

　　　　　　　　時間割変更情報      教室の変更や時限・曜日変更等があった場合に確認 （一時的変更）

　　　　　　　　講義連絡　※1　　　　授業の情報や課題・試験等について確認

　　　　　　　　授業日程変更　　　　授業の時限が変更された場合や、教室変更があった場合 （学期中変更）

　　　　　　　　レポート課題　※2　　レポート課題の確認と提出
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※1　講義連絡

「開講科目名」をクリックすると

講義に関する連絡が確認できます。 

試験や授業の受講についての

案内もありますので、授業の前に

必ず確認してください。

※2　レポート課題

レポート内容を確認し、指定の

書式でレポートを作成してください。

[レポートを提出する] をクリックすると

詳細と下記の画面が確認できます。

※学生ポータル「あなたの履修」で

確認できる科目のみレポート課題を

提出することができます。

［参照］ をクリックし、

作成したファイルを選択してください。

必要があれば提出コメントを入力し、

［レポートを提出する］をクリックして

ください。

※提出した後に同画面を確認し、

「提出済み」「受理」「再提出」等を

必ず確認してください。
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　　　　・あなたの履修

　　　　　　履修登録期間に登録した科目の確認ができます。　

　　　　　　※未登録の科目は受講や試験を受験できません。

　　　　・あなたの成績台帳

　　　　　　評価開示の際に成績、単位修得状況、GPA等を確認することができます。

◇ シラバス

　　　授業の内容を確認することができます。評価の基準等、履修登録する前に必ず確認してください。

◇ オフィースアワ

　　　授業担当者の連絡先や、質問方法、質問時間が掲載されています。授業時間以外で質問する場合は

　　オフィスアワーで確認をし、連絡するようにしてください。

　　　週間スケジュール

　　　授業の予定や大学の予定を確認できます。

　　　科目名をクリックすると講義連絡等を確認することができます。

　　　なお、隔週科目は毎週表示され、集中科目は表示されません。

　　　お知らせ

◇ 全学共通のお知らせ

　　　農大生全体にお知らせしている内容です。

　　　授業の運営方針やシステム障害等重要なお知らせをします。

◇ 各キャンパスからのお知らせ

　　　所属キャンパスごとのお知らせです。

　　　履修登録や定期試験等について、お知らせします。必要な情報を確認してください。

◇ あなた宛のお知らせ

　　　個人宛に送っている内容です。

　　　特定の学科、学年にのみ送信している連絡、授業に関するお知らせ、教員や事務局からの呼び出し等の

　　　お知らせがあります。必ず確認し、対応してください。
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入力 ２３

２３ １１

２８

必要なもの：履修のてびき、学生生活ハンドブック・時間割表（学生ポータルから確認）

時間割表の該当

履修登録の手順 前学期 後学期

 

 履修計画を立てる

 学科ガイダンス等

　学生生活ハンドブック及びシラバス・時間割表（学生

　「履修のてびき」を配布等

ポータルに掲載）を参照して履修計画を立ててください。

 授業開始 4月10日 9月28日
　各自の履修計画に沿って授業に出席してください。
  ※履修登録前の授業も出席してください。

　履修登録の入力方法に従い学生ポータル「履修登録
（修正）」から履修登録してください。

　期間中は終夜利用可能
　ただし、8：30～10：30はメンテナンスのため停止
　最終日は17：00で終了

 履修登録開示 4月20日 9月下旬
　学生ポータルサイト「あなたの履修」にて正しく登録させ

ているか必ず確認してください。

　履修登録の入力方法に従い学生ポータル「履修登録
（修正）」から履修修正してください。

　期間中は終夜利用可能
　ただし、8：30～10：30はメンテナンスのため停止
　最終日は17：00で終了

 履修修正登録確定 5月8日 10月中旬
  学生ポータルサイト「あなたの履修」にて履修修正が

反映されているか必ず確認してください。

※後学期日程は7月下旬に学生ポータルにてお知らせします。

※教職･学術情報課程の履修については２１・２２ページを参照してください。

4月上旬

9月中旬

 履修修正期間 10月上旬

 履修登録期間
4月11日～

4月14日

4月24日～

4月26日
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（2) 履修登録上の注意事項 

◇ 履修番号の登録を間違えると、エラーまたは全く別の科目が登録されるので注意してください。 

◇ 在籍学年の必修科目は自動登録されているので登録する必要はありません。 

 万が一自動登録科目を変更する場合は、一度科目を削除して新たに登録する科目の履修番号をその時間帯

に登録してください。 

  ※原級・留年・再入学・転学部・転学科・転入学及び編入学した者は、卒業まで自動登録とならないので、 

各自で履修番号を登録してください。  

  ※必修科目を再履修する場合も自動登録されません。 

◇ 同時限に開講している科目は、いずれかを選んで履修番号を登録してください。 

◇ 同一時限に隔週で開講する科目を履修する場合は、同一時限に登録してください。 

◇ ２時限以上続けて開講する科目は、授業開始時限のみ履修番号を登録してください。 

◇ 集中授業科目は、開講学期にあわせて集中講義選択画面で履修番号を登録してください。 

◇ 通年科目は、前学期授業開始時限のみ履修番号を登録してください。 

◇ 上級学年次配当科目は履修できません（他学科・他学部聴講の場合も同様）。 

◇ いかなる理由があっても前学期開講科目（通年・前期集中科目含む）は、後学期履修登録期間には登録・ 

削除できません。 

◇ 学生生活ハンドブックの「授業科目配当表」と開講学期が異なることがあるので注意してください。 

学生ポータルの時間割表に沿って登録してください。 

 

（3) キャップ制（履修登録単位数の制限） 

学期ごと及び１年間に履修できる単位数は制限されています。これをキャップ制といいます。 

制限を超えて登録した場合は、エラーが表示されるので、超えた単位数に応じて科目を削除してください。 
  

履修上限は、学期ごとに２２単位まで・年間４４単位まで（キャップ制）です。 

ただし、栄養科学科の学生は学期ごとに２５単位まで・年間４９単位まで 

※ リメディアル科目、専門実用科目、教職課程・学術情報課程科目、東京情報大学との協定に基づく履修

科目は制限の対象外とします。 

 
 

 
 

  履修登録単位数制限（キャップ制）の計算方法 

 

Ａ 前学期開講科目は前学期の登録単位数としてカウントし、年間の単位数としてもカウントします。  

Ｂ 後学期開講科目は後学期の登録単位数としてカウントし、年間の単位数としてもカウントします。  

Ｃ １年間開講する科目（卒業論文など通年科目）は、単位数を２分し、各学期の登録単位数としてカウントし、  

年間の単位数としてもカウントします。 

Ｄ 集中開講科目は、年間の単位数としてカウントします。  

（計算例） 【履修単位】              ➡ 【集計単位】 

前学期科目 ２０単位を登録…Ａ    前学期 ： Ａ＋Ｃ／２＝２１単位  

後学期科目 １８単位を登録…Ｂ    後学期 ： Ｂ＋Ｃ／２＝１９単位  

通 年 科目  ２単位を登録…Ｃ    年  間 ： （Ａ＋Ｃ／２）＋（Ｂ＋Ｃ／２）＋Ｄ＝４４単位  

集 中 科目  ４単位を登録…Ｄ  

 

 

 

４ 履修登録上、特に注意を要する授業科目 
 

（1) 英語科目 

所属学部によってクラス分けの方法が異なります。履修については学科ガイダンス等で説明があるので確認し

てください。地域環境科学部で再履修する学生は、再履修クラス（Ｓクラス）を履修してください。 

※ 外国語科目の基盤英語科目・実用英語科目については、他学科・他学部聴講は認めません。 

※ クラス変更は認めません。 
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科目名 学部 学科 学年 科目名 学部 学科 学年
中国語（一） 農学部 学部共通 2 スペイン語（一） 農学部 学部共通 2

応生学部 学部共通 1 応生学部 学部共通 1

生命学部 学部共通 1 生命学部 学部共通 1

地域学部 学部共通 1 国際学部 学部共通 1

国際学部 学部共通 1 スペイン語（二） 農学部 学部共通 2

中国語（二） 農学部 学部共通 2 応生学部 学部共通 1

応生学部 学部共通 1 生命学部 学部共通 1

生命学部 学部共通 1 国際学部 学部共通 1

地域学部 学部共通 1 経営学入門 国際学部 全学科 1

国際学部 学部共通 1 経済学入門 国際学部 全学科 1

起業論 応生学部 全学科 3 経済入門 農学部 全学科 1

生命学部 全学科 3 応生学部 全学科 2

技術者倫理 地域学部 全学科 3 生命学部 全学科 1

科目名 学部 学科 学年 科目名 学部 学科 学年

日本国憲法 農学部 全学科 2 ドイツ語（一） 生命学部 学部共通 1

応生学部 全学科 2 地域学部 学部共通 1

生命学部 全学科 2 ドイツ語（二） 生命学部 学部共通 1

地域学部 全学科 2 地域学部 学部共通 1

国際学部 全学科 1 アイソトープ利用論 生命学部 バイオ 3

化学 農学部 全学科 1 生命学部 微生物 3

応生学部 全学科 1 バイオインフォマティクス 応生学部 化学 3

生命学部 全学科 1 応生学部 醸造 3

地域学部 全学科 1 生命学部 微生物 2

国際学部 全学科 1 バイオプロセス工学概論 応生学部 全学科 3

生物学 農学部 全学科 1 生命学部 バイオ 3

応生学部 全学科 1 応用微生物学 応生学部 化学 3

生命学部 全学科 1 生命学部 バイオ 3

地域学部 全学科 1 生命学部 微生物 3

国際学部 全学科 1 解剖生理学 応生学部 健康 1

物理学 農学部 全学科 1 応生学部 栄養 1

応生学部 全学科 1 科学と哲学 農学部 全学科 2

生命学部 全学科 1 応生学部 全学科 1

地域学部 全学科 1 生命学部 全学科 1

国際学部 全学科 1 科学の歴史 地域学部 全学科 1

地学 農学部 全学科 2 科学メディア論 応生学部 全学科 3

応生学部 全学科 1 生命学部 微生物 3

生命学部 全学科 1 環境科学 農学部 全学科 3

地域学部 全学科 1 応生学部 全学科 3

国際学部 全学科 2 環境化学 応生学部 化学 3

中国語（一） 農学部 全学科 2 応生学部 醸造 3

応生学部 全学科 1 環境学習と体験活動 地域学部 全学科 2

生命学部 全学科 1 環境倫理 国際学部 全学科 2

地域学部 全学科 1 機器分析学 農学部 資源 3

国際学部 全学科 1 生命学部 生化 3

中国語（二） 農学部 全学科 2 生命学部 微生物 3

応生学部 全学科 1 機器分析学概論 応生学部 全学科 3

生命学部 全学科 1 生命学部 バイオ 3

地域学部 全学科 1 起業論 応生学部 全学科 3

国際学部 全学科 1 生命学部 全学科 3

スペイン語（一） 農学部 全学科 2 技術者倫理 地域学部 全学科 3

応生学部 全学科 1 経営学入門 国際学部 全学科 1

生命学部 全学科 1 経済学入門 国際学部 全学科 1

国際学部 全学科 1 経済入門 農学部 全学科 1

スペイン語（二） 農学部 全学科 2 応生学部 全学科 2

応生学部 全学科 1 生命学部 全学科 1

生命学部 全学科 1

国際学部 全学科 1
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科目名 学部 学科 学年 科目名 学部 学科 学年

芸術 農学部 全学科 2 植物育種学 農学部 農学 2

現代の環境問題 応生学部 全学科 2 農学部 資源 4

現代社会と経済 地域学部 全学科 3 国際学部 食農 3

現代社会の諸問題 農学部 全学科 2 植物栄養学 農学部 全学科 2

源流文化学 地域学部 全学科 2 植物生長調節論 農学部 全学科 3

公衆衛生学 応生学部 健康 2 植物生理学 応生学部 化学 2

応生学部 栄養 3 応生学部 健康 2

国際関係と社会問題 地域学部 全学科 3 生命学部 バイオ 2

国際関係を考える 農学部 全学科 2 生命学部 微生物 2

国際地域農業論 国際学部 ビジネス 2 植物生理生態学 農学部 全学科 2

国際学部 食農 1 植物病理学 農学部 農学 1

国際農業経済論 国際学部 開発 3 農学部 資源 1

国際学部 経済 2 応生学部 化学 3

心の構造 応生学部 全学科 1 生命学部 微生物 2

昆虫学 農学部 農学 1 植物防疫論 農学部 農学 3

農学部 資源 2 農学部 資源 3

栽培学入門 国際学部 全学科 1 農学部 デザイン 3

細胞生物学 応生学部 化学 2 進化論 応生学部 全学科 2

応生学部 健康 2 生命学部 バイオ 3

生命学部 バイオ 1 心理学概論 農学部 全学科 1

食育コース 応生学部 全学科 3 数学 農学部 全学科 1

食品衛生学 応生学部 化学 3 生命学部 バイオ 1

応生学部 健康 2 生命学部 微生物 1

応生学部 栄養 2 地域学部 工学 1

生命学部 バイオ 3 国際学部 全学科 1

国際学部 食農 2 生化学 農学部 全学科 2

食品化学 農学部 デザイン 2 応生学部 健康 1

応生学部 醸造 3 生命学部 バイオ 1

応生学部 健康 1 生命学部 生化 3

生命学部 バイオ 2 生化学（一） 応生学部 醸造 2

食品加工学 応生学部 醸造 1 応生学部 栄養 2

応生学部 栄養 2 生化学（二） 応生学部 醸造 2

国際学部 食農 2 応生学部 栄養 2

食品機能学 農学部 デザイン 3 生産経営概論 応生学部 全学科 3

応生学部 醸造 3 政治のしくみ　 国際学部 全学科 1

応生学部 健康 2 生体高分子化学 応生学部 化学 3

応生学部 栄養 3 生命学部 バイオ 2

国際学部 食農 3 生物工学概論 応生学部 全学科 2

食品工学概論 応生学部 全学科 3 生命学部 バイオ 3

食品製造学 応生学部 化学 3 生物統計学 農学部 動物科学 2

生命学部 バイオ 2 応生学部 健康 3

食品微生物学 農学部 動物科学 2 生命学部 全学科 1

農学部 デザイン 3 生物有機化学 応生学部 化学 2

応生学部 醸造 1 応生学部 健康 2

自然再生技術論 農学部 全学科 3 生命学部 バイオ 1

実験計画法 農学部 農学 3 生命科学 農学部 全学科 3

農学部 デザイン 2 応生学部 全学科 3

応生学部 化学 4 生命科学概論 生命学部 全学科 3

実験動物学 農学部 動物 1 生命倫理 農学部 全学科 2

生命学部 バイオ 3 応生学部 全学科 1

生命学部 全学科 1

− 13 −



科目名 学部 学科 学年 科目名 学部 学科 学年

測量学 地域学部 森林 1 農業経営学 農学部 農学 2

地域学部 工学 2 農学部 動物科学 3

地域学部 造園 2 農学部 資源 3

地域学部 創成 2 農学部 デザイン 3

地域環境科学概論 地域学部 全学科 1 国際学部 開発 2

地球環境と炭素循環 地域学部 全学科 1 国際学部 経済 2

地域再生・活性化 国際学部 全学科 1 国際学部 食農 3

地域と文化 地域学部 全学科 2 農業経済学 国際学部 開発 1

畜産学入門 国際学部 全学科 2 国際学部 経済 1

知的財産概論 応生学部 全学科 3 農と科学の歴史 応生学部 全学科 1

生命学部 バイオ 3 農産物マーケティング論 農学部 全学科 3

生命学部 微生物 3 農村社会学 国際学部 経済 2

地理学 国際学部 全学科 2 国際学部 食農 3

調理学 応生学部 栄養 1 微生物学 応生学部 化学 2

国際学部 食農 2 応生学部 健康 1

哲学 地域学部 全学科 1 応生学部 栄養 1

国際学部 全学科 1 生命学部 バイオ 1

統計学 応生学部 全学科 1 病理学 応生学部 健康 3

地域学部 全学科 2 応生学部 栄養 2

統計基礎　 国際学部 全学科 2 文化人類学 農学部 全学科 2

動植物園論 農学部 全学科 3 国際学部 全学科 1

動物解剖学 農学部 動物科学 2 文学概論 地域学部 全学科 1

農学部 資源 2 分子遺伝学 応生学部 化学 3

農学部 デザイン 2 生命学部 バイオ 3

動物管理学 農学部 動物科学 1 分子生物学 農学部 全学科 3

農学部 資源 1 応生学部 化学 2

農学部 デザイン 1 応生学部 健康 2

動物生理学 生命学部 バイオ 2 分子生物学（一） 生命学部 バイオ 2

生命学部 微生物 2 生命学部 微生物 2

土壌学 農学部 農学 1 分子生物学（二） 生命学部 バイオ 2

農学部 資源 1 生命学部 微生物 2

応生学部 化学 2 分析化学 応生学部 醸造 1

土壌肥料学 地域学部 創成 3 応生学部 健康 1

国際学部 食農 3 応生学部 栄養 1

日本史 国際学部 全学科 1 生命学部 生化 2

農学概論 応生学部 健康 1 法学入門 国際学部 全学科 1

応生学部 栄養 1 法と社会 応生学部 全学科 2

生命学部 バイオ 1 無機化学 応生学部 健康 1

生命学部 微生物 1 生命学部 バイオ 1

地域学部 創成 1 生命学部 生化 2

国際学部 食農 1 有機化学 応生学部 健康 1

農学原論　 農学部 全学科 1 応生学部 栄養 2

農業インターンシップ（一） 農学部 全学科 1 生命学部 バイオ 1

農業インターンシップ（二） 農学部 全学科 1 有機化学（一） 応生学部 化学 1

農業気象学 農学部 全学科 2 応生学部 醸造 1

生命学部 生化 1

有機化学（二） 応生学部 化学 1

応生学部 醸造 2

生命学部 生化 2
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 1

JJaappaanneessee  AAggrriiccuullttuurraall  DDeevveellooppmmeenntt  

LLiiffee  HHiissttoorryy  aanndd  AApppplliiccaattiioonnss  ooff  LLaannddssccaappee  PPllaannttss  

PPllaannnniinngg  ａａｎｎｄｄ  DDeessiiggnn  ooff  LLaannddssccaappee  AArrcchhiitteeccttuurree  

VVeeggeettaabbllee  PPrroodduuccttiioonn  TTeecchhnnoollooggiieess  ffoorr  IInntteerrnnaattiioonnaall  CCooooppeerraattiioonn  

IInnttrroodduuccttiioonn  ttoo  BBiiooiinndduussttrryy  

  

【【SSeeccoonndd  sseemmeesstteerr】】  

AAggrriiccuullttuurraall  SScciieennttiiffiicc  EEnngglliisshh  ffoorr  IInntteerrnnaattiioonnaall  CCooooppeerraattiioonn  

AAggrriiccuullttuurraall  TTrraaddee  

AAggrroo--EEnnvviirroonnmmeennttaall  EEnnggiinneeeerriinngg  

CCoommppaarraattiivvee  DDeevveellooppiinngg  AAggrriiccuullttuurree  

CCoommppaarraattiivvee  FFoooodd  PPrroodduuccttiioonn  TTeecchhnnoollooggiieess  

EEccoollooggyy  aanndd  AAggrriiccuullttuurraall  PPrroodduuccttiioonn  

EEccoollooggyy  aanndd  FFoooodd  PPrroodduuccttiioonn  

EEddoo  AAeesstthheettiiccss  aanndd  EEnnvviirroonnmmeennttaall  RReessiilliieennccyy  

FFoooodd  aanndd  HHeeaalltthh  22  

FFaammeerrss  aanndd  CCoonnssuummeerrss  iinn  JJaappaann  （（iinntteennssiivvee））  

GGrroouupp  AApppprrooaacchh  ttoo  FFoooodd  aanndd  EEnnvviirroonnmmeenntt  （（iinntteennssiivvee））  

FFiieelldd  SSttuuddyy  ooff  FFoooodd  aanndd  EEnnvviirroonnmmeenntt  （（iinntteennssiivvee））  

SSuussttttaaiinnaabbllee  AAggrriiccuullttuurree  iinn  AAssiiaa  （（iinntteennssiivvee））  

MMoolleeccuullaarr  BBiioollooggyy  aanndd  BBiiootteecchhnnoollooggyy  

EEaasstteerrnn  HHookkkkaaiiddoo::  IIddeennttiiffyyiinngg  OOppppoorrttuunniittiieess  iinn  aa  RReeggiioonn  ooff  DDeecclliinniinngg  PPooppuullaattiioonn  

  

 

((44)) CCrreeddiittss  

Each course carries two credits. Credits earned in this program can be counted for 
graduation requirements, to a maximum of 30 credits under the inter-faculty 
enrollment system, as specified in Article 15 (3) in the University Constitution. 

 

((55)) EExxaammiinnaattiioonn  aanndd  GGrraaddee  

Examinations are conducted during the lecture period. Students are requested to 
follow the instructions of the lecturers. Since supplementary examinations will not be 
provided, unsuccessful students are required to re-enroll in the following years. 

 

((66)) FFeeeess  RReeqquuiirreedd  

No additional payment is required. However, the students enrolled in the courses 
consist of fieldtrips and experiments will be required to cover their own expenses. 
Details will be given in the class. 

 

((77)) YYoouu  mmaayy  ssiitt--iinn  uunnddeerr  tthhiiss  pprrooggrraamm  

For those students who are interested in the program but are unsure of their 
English competency, auditing is allowed upon permission from the lecturer. No 
registration is required in this case, but students can make a formal registration after 
gaining confidence. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項項目目
　　　　　　　　科科目目名名

開開講講
ｷｷｬｬﾝﾝﾊﾊﾟ゚ｽｽ

主主なな履履修修対対象象者者 履履修修者者にに求求めめるる英英語語能能力力 難難易易度度 履履修修者者にに求求めめるる専専門門性性 備備考考

　Comparative Nature Study from Cultural Perspective 世田谷 全学生 中級以上 中級 自然と文化の相関性に興味がある
ディスカッション（英語）を円滑に行うための前向きな姿勢と
英語力が必要です。

　Environment and Agriculture 世田谷 全学生 初級 初級 －

　Food and Environment in Economic Development 世田谷

日本人学生、
外国人留学生、
visiting student、
協力隊希望者

中級 中級 －

　Food　and　Health 1 世田谷
外国人留学生、
visiting student、
日本人学生

－ 中級 －

　Forest and Forestry 世田谷 全学生
英語能力よりも学ぼうとする
姿勢を重視

初級 －

　Global Food Systems 世田谷 全学生 初級 初級～中級 一般常識と知的好奇心があれば問題ない

　Japanese Agricultural Development 世田谷 全学生 初級～中級 初級～中級
日本の農業や食品産業に関する基礎的な知識が
あるとよい

　Life History and Applications of Landscape Plants 世田谷 全学生 中級 中級 植物学に興味があること

　Planning and Design of  Landscape Architecture 世田谷
外国人留学生、
visiting student

中級 中級 日本の自然環境や文化
休日を活用して現地見学を数回、実施する
大人数の引率は困難である

　Vegetable Production Technologies for International
　Cooperation

世田谷 全学生 中級以上 中級 Agronomy、栽培学である

　Introduction to Bioindustry オホーツク

日本人学生、
外国人留学生、
visiting student、
協力隊希望者

初級～中級 初級～中級 自然科学一般である

　Agricultural Scientific English for International
　Cooperation

世田谷
visiting student、
協力隊希望者 － 中級 －

講義は日本語で実施
（Lectures will be given in Japanese）

　Agricultural  Trade 世田谷 全学生 中級以上 中級 農業経済関連の時事に関心があることが望ましい

　Agro-Environmental Engineering 世田谷 全学生 初級 初級 －

　Comparative Developing Agriculture 世田谷 全学生
中級以上
 (英語でディスカッションできるレベル)

中級 －

　Comparative Food Production Technologies 世田谷
日本人学生、
外国人留学生、
visiting student

英語力中級～上級 中級～上級
作物学，遺伝・育種学，害虫学，環境科学，
森林生態学である

　Ecology and Agricultural Production 厚木 全学生 中級以上 中級
学部2年時までの必修専門科目の単位をすべて
修得していること

専門的な教育を英語で施すため、ある水準以上の英語力と
農学の基本的な知識を必要とする

　Ecology and Food Production 世田谷 全学生
英語の専門テキストが無理なく理解でき、
英語でディスカッションできるレベル 中級以上 －

　Food and Health　2 世田谷
日本人学生、
外国人留学生、
visiting student

中級以上 中級～上級
食品と健康に興味があり、ある程度の専門用語を
理解できること

　Farmers and Consumers in Japan 世田谷

日本人学生、
外国人留学生、
visiting student、
協力隊希望者

学ぶ意欲を重視 初級～中級 － フィールドトリップのための適正規模とする

　Group Approach to Food and Environment 世田谷
日本人学生、
外国人留学生

上級
(TOEIC500以上目安）

中級～上級
海外協定校の学生と英語でのディスカッションを
行うための英語力と論理力を持つものとする

8月に開催される「食と農と環境を考える世界学生サミット」に
議長または発表者として参加できることが条件である

　Field Study of Food and Environment※ 世田谷
日本人学生、
外国人留学生、
visiting student

中級～上級
（TOEIC450以上目安）

中級～上級
日本を含むアジアの持続的農業、農業経済、
アグロエコロジーに興味を持つものとする

7月末に集中開講される「Comprehensive International
Education Program (CIEP)」に参加することが条件である
（約1週間の宿泊を伴うプログラム。参加費30,000円程度は自己負担）

　Sustainable Agriculture in Asia※ 世田谷
日本人学生、
外国人留学生、
visiting student

中級～上級
（TOEIC450以上目安）

中級～上級
日本を含むアジアの持続的農業、農業経済、
アグロエコロジーに興味を持つものとする

7月末に集中開講される「Comprehensive International
Education Program (CIEP)」に参加することが条件である
（約1週間の宿泊を伴うプログラム。参加費30,000円程度は自己負担）

　Molecular Biology and Biotechnology 世田谷 全学生 初級 中級 基礎的な生物学の知識を有すること

　Eastern Hokkaido : Identifying Opportunities in a
　Region of Declining Population

オホーツク
日本人学生、
外国人留学生 中級以上 中級以上 －

英語能力が中級以上ではないと、ディスカッションなどに
参加しにくくなる

　Edo Aesthetics and Environmental Resiliency 世田谷 全学生 中級以上 中級
江戸時代の自然観と文化の相関性に興味が
あること

ディスカッション（英語）を円滑に行うための前向きな姿勢と
英語力が必要です。

22002233年年度度　　英英語語にによよるる専専門門教教育育ププロロググララムムガガイイドドラライインン一一覧覧
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６ ２０２３年度特別講義について 
 

(1) はじめに 

 特別講義は、学生の皆さんが幅広い教養・素養を身につけ、卒業後各方面で最大限に能力を発揮できるようにな

ることを目的として開講します。本学の専門分野の教育は充実しており、その内容・成果に十分な自信を持っていま

すが、それに加えて、教養面での教育を重視する意味で、様々な内容による特別講義を開講します。 

 2023 年度の特別講義は、専門教育を補完し、社会に出て役立つ、さらに就職試験にも役立つ多分野の教養的講

座として、世田谷キャンパスでは 8 コースを開講します。 

 なお、特別講義（一）～（四）は開講時間が重ならなければ複数履修することができ、上級学年になってからでも

履修することができます。 

 

(2) 特別講義の履修登録について 

 履修する場合は、次の A～H コースの中から受講するコースを選び履修登録してください。 

コース 学期 曜日/時限 科目名 担当教員 

A 通年 木 5～6 社会開発実践論 入江憲治 

B 前学期 金 5 
死をめぐる民俗信仰の諸相 

（世田谷 6 大学コンソーシアム連携授業） 
及川祥平 

C 後学期 月 5 
社会経済学から考える世田谷の未来  

（世田谷 6 大学コンソーシアム連携授業） 
明石英人 

D 前学期 木 5 地域創生講座－地生の現状と課題・あるべき姿 大林宏也 

E 後学期 木 5 地域創生講座－農林水産業振興によるひと育て 高柳長直 

F 後学期 金 5 食料安全保障とグローバル・バリューチェーン 野口敬夫 

G 後学期 火 5 起業家精神と事業開発 大浦裕二 

H 前学期 月 5 データサイエンス基礎 三宅修平 

【注意事項】 

開講曜日･時限が異なれば１年間に２コース以上の履修が可能です。なお、履修登録単位は年間･各学期の履修

制限単位数に含まれます。 

はじめて「特別講義」を履修する場合は「特別講義（一）」を登録し、順次（二）・（三）・（四）を登録してください。 

下表にもとづき履修登録をしてください。 

 

コース 特別講義（一） 特別講義（二） 特別講義（三） 特別講義（四） 

A コース S3600 S3601 S3602 S3603 

B コース S3604 S3605 S3606 S3607 

C コース S7600 S7601 S7602 S7603 

D コース S3608 S3609 S3610 S3611 

E コース S7604 S7605 S7606 S7607 

F コース S7608 S7609 S7610 S7611 

G コース S7612 S7613 S7614 S7615 

H コース S3612 S3613 S3614 S3615 

 

(3) ＜世田谷６大学コンソーシアム連携授業＞  

本講義は、世田谷６大学コンソーシアム協定大学 （国士舘大学、駒澤大学、昭和女子大学、成城大学、東京

農業大学、東京都市大学） 間において、それぞれの大学の特色ある授業科目を他大学において開講するもの

です。本学では、2023年度の世田谷６大学コンソーシアム連携授業として、成城大学の 及川祥平先生 による

「死をめぐる民俗信仰の諸相」、駒澤大学の 明石英人先生 による「社会経済学から考える世田谷の未来」を開

講します。（2023 年度のみの開講） 
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((44))  ココーースス別別開開講講目目的的  

 
AA ココーースス  社社会会開開発発実実践践論論                                        ＜＜ココーーデディィネネーータターー  国国際際農農業業開開発発学学科科  教教授授  入入江江憲憲治治＞＞  

  グローバル化する現代社会は、変動と課題の時代である。国際社会は、世界をより良い方向に変える為に、2015

年に国連が採択した「持続可能な開発目標」（SDGs）の取り組みを推進している。このような社会変革の時代には、

多種多様な社会の場において、パイオニア的存在として社会が取り組むべき課題を率先して解決することが、これ

からの時代を生きる人に求められている。本講義では、社会の様々な分野で活躍する方々を講師に迎え、社会に

おける苦労、苦心、喜怒哀楽などの体験談や、社会活動に対する実践的な技術、知識、手法を教授する。 

  

  BB ココーースス  死死ををめめぐぐるる民民俗俗信信仰仰のの諸諸相相                                                                  ＜＜成成城城大大学学  准准教教授授  及及川川祥祥平平＞＞  

民俗信仰は民俗学の主要な研究対象の一つであり，また，これに関する議論は宗教文化への理解／宗教をめぐ

る自己理解を深める上で重要な視点をもたらす。一般に日本人は無宗教であるという自己認識をもちがちである

が，宗教研究，とりわけ民俗信仰論の見地からいえば，それは実態に即したものとはいえない。本講義では民俗

信仰をめぐる民俗学の基礎的な議論を講義したうえで，「死」をめぐる信仰について掘り下げてレクチャーして

いく。これにより、現代社会の宗教をめぐる状況、日常生活の宗教性について学び、理解できるようになること

を目的とする。 

  

  CC ココーースス  社社会会経経済済学学かからら考考ええるる世世田田谷谷のの未未来来                                                    ＜＜駒駒澤澤大大学学  教教授授  明明石石英英人人＞＞  

 今日、「資本主義」をめぐる議論が活発になっています。本講義では、アダム・スミス、リカード、マルクスなどが取り

組んだ社会経済学の基本的なヴィジョンを解説しながら、世田谷の未来について受講生と一緒に考えていきます。

格差・貧困問題や環境問題などに関する地域の取り組みについても扱っていきます。社会経済学理論の基礎を学

びながら、「資本主義」と教育・労働・環境などの関わりを理解し、未来の日本や世田谷のあり方を深く考察できるよう

になること目標とする。 

    

  DD ココーースス  地地域域創創生生講講座座－－地地生生のの現現状状とと課課題題・・ああるるべべきき姿姿  

＜＜ココーーデディィネネーータターー  地地域域環環境境科科学学部部長長  教教授授  大大林林宏宏也也＞＞  

  東京への一極集中、地方の過疎と少子高齢化が進行するなか、人口減少に歯止めをかけ、地域創生・SDGｓの推

進や若者等の雇用創出を図る。また、女性の活躍の場づくりなど、地域の雇用安定を図り、成長力を確保するため

の国の政策などを学び、実践し得る地域創生人財を養成する。本講義では政府の専門家によりテーマ別に関連法

案、政策や予算の背景、プロセスなどを重点にその策定経緯を学ぶ。 

 

  EE ココーースス  地地域域創創生生講講座座－－農農林林水水産産業業振振興興にによよるるひひとと育育てて  

＜＜ココーーデディィネネーータターー  国国際際食食料料情情報報学学部部長長  教教授授  高高柳柳長長直直＞＞  

  日本の農業人口の減少と高齢化、食料自給率低下の中で、国は農林水産業者の高齢化、後継者不足、低収益

性等の課題の解決に向けて持続可能な地域創生の実現を目指す政策を策定し実行している。本講義では政府の

専門家によりテーマ別に関連法案、政策や予算の背景、プロセスなどを重点にその策定経緯を学ぶ。 

  

  FF ココーースス  食食料料安安全全保保障障ととググロローーババルル・・ババリリュューーチチェェーーンン概概論論  

＜＜ココーーデディィネネーータターー  食食料料環環境境経経済済学学科科  准准教教授授  野野口口敬敬夫夫＞＞  

 日本では食料を安定供給するために輸入が不可欠であるが、その食料輸入を担う商社などのアグリフードビジネ

スが、海外での調達から日本の輸入・販売に至るグローバルなバリューチェーンを構築している。新興国の経済成

長などを背景として世界的な食料需給の変動による価格高騰や国際的な食料獲得競争が進展するなか、アグリフ

ードビジネスはどのような事業を進めているのか。本講義では、日本の貿易相手国における食料生産・輸出の動向、

実際の輸入を担う日系商社の役割、日本国内の食料需要、農林水産省等の政府が進める食料安全保障政策等に

ついて学ぶ。 

 

  GG ココーースス  起起業業家家精精神神とと事事業業開開発発                              ＜＜ココーーデディィネネーータターー  食食料料環環境境経経済済学学科科  教教授授  大大浦浦裕裕二二＞＞  

日本の起業家精神を持った人材および起業家を増やすことを目的とする。研究を社会実装し、事業として成長す

る領域までを視野に入れながら「事業を生み出す」ことを仮想的にワークショップ形式で行うことで、小さな成功体験

と広い世界観を学ぶことができます。また、起業家に関する学識者を特別ゲストとして招聘し、現在の社会課題を解

決するためのビジネスアイデアや国内外の起業の実例を紹介することで、地球規模の社会課題に取り組む視座と

考え方も併せて学ぶ。 
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 H コース データサイエンス基礎 

東京農業大学では、社会の要請に対応すべく 2023 年度から全学部生を対象としたリテラシーレベルの「数理・デ

ータサイエンス・AI 教育プログラム」を開始します。本プログラムは、文部科学省の「数理・データサイエンス・AI 教育

プログラム認定制度（リテラシーレベル）」に準拠し、数理・データサイエンス・AI の基礎的素養を涵養することを目的

としています。 

 

「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」を構成する科目と修了要件単位数 

分野 授業科目 単位数 
修了必要 

単位数 

導入科目 情報基礎（一） 2 単位 2 単位 

導入科目 情報基礎（二） 2 単位 2 単位 

課題別科目 特別講義 データサイエンス基礎 2 単位 2 単位 

専門基礎科目 実験計画法 2 単位 

2 単位以上
専門基礎科目 生物統計学 2 単位 

自然関係科目 統計学 2 単位 

専門共通科目 統計基礎 2 単位 

合 計  8 単位以上

※情報基礎（一）と情報基礎（二）の単位を修得していなければ特別講義 データサイエンス基礎を履修できません。 
 

「特別講義 データサイエンス基礎」の履修登録について 

「特別講義 データサイエンス基礎」は全学部生を対象に開講します。 

「情報基礎（一）」と「情報基礎（二）」の単位を修得していれば学年を問わず履修できます。 

（注）ライブオンラインの授業ではWebカメラ、イヤホン（ヘッドフォーン）、マイクが必要です。  

「特別講義 データサイエンス基礎」の特徴 

・授業内容は可能な限り農業に関する親しみやすい事例を取り入れることにより、解りやすい実習、ワークショッ

プを通じて、AI 時代における実学主義を涵養します。 

・富士通株式会社との包括連携協定に基づく人材交流によって、実践的かつ本学の専門性に沿った講義を複

数回設定し、データサイエンスの活用イメージが湧く授業内容を取り入れます。 

・より多くの学生が受講できるよう、授業はオンライン（オンデマンド、ライブ）で行います。 

「特別講義 データサイエンス基礎」の 2023 年度授業（概要）は https://www.nodai.ac.jp/datascience/ 

の「７．特別講義 データサイエンス基礎の授業内容」を参照してください。 

   授業詳細は https://nodaiweb.university.jp/datascience/ を参照してください。 

 

関連科目一覧 

学科 区分 開講学年 科目名 学科 区分 開講学年 科目名 

農学 選択 3 実験計画法 微生物 必修 1 生物統計学 

動物 必修 2 生物統計学 森林 選必 2 統計学 

デザイン 必修 2 実験計画法 工学 選必 2 統計学 

化学 選必 1 統計学 造園 選必 2 統計学 

醸造 選必 1 統計学 創成 選必 2 統計学 

健康 選択 1 統計学 開発 選択 2 統計基礎 

健康 選択 3 生物統計学 経済 選択 2 統計基礎 

栄養 選必 1 統計学 ビジネス 選択 2 統計基礎 

バイオ 必修 1 生物統計学 食農 選択 2 統計基礎 

生化 必修 1 生物統計学     

（注１） 関連科目の開講の無い学科は他学部・他学科聴講で履修してください。 

※ 
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７ 教職課程の履修登録について 
 

(1) 履修登録までのスケジュール  

次のとおりガイダンスを実施するので、履修希望者は必ず出席してください。 

※ ② については、世田谷・厚木キャンパスどちらかのガイダンスに出席しても可。いずれか都合のよい日に出

席してください。 

① １年次生の受講希望者に対するガイダンス 

４月上旬 オンデマンドによる説明   配信（学生ポータル） 

 

② 教職履修ガイダンス、申込について 

【世田谷キャンパス】       ６月１２日（月） １２：２０～１２：５０   

６月１４日（水） １６：２０～１７：００    131 教室 

６月１６日（金） １６：２０～１７：００ 

 

【厚  木キャンパス】 ６月１２日（月） １２：２０～１２：５０ 

６月１５日（木） １２：２０～１２：５０   

 

      履修希望者は、ガイダンス時配付の申込書を ６月２２日（木）１７：００まで に提出してください。 

提出先 ： 【世田谷キャンパス】 教務課、【厚木キャンパス】 学生教務課 

 

③ 受講料・振り込み案内 

１免許教科  １２０，０００円     

２免許教科  １４０，０００円 

３免許教科  １６０，０００円    

４免許教科  １８０，０００円 

     ※中学・高校理科併修の受講料は１免許教科分として扱う。納金した受講料は返金しません。 

６月２８日（水）  学生ポータル （あなた宛てのお知らせ） で配信 

 

④ 受講料振り込み期間  

７月６日（木）～７月１３日（木） 

 

 

（2) 履修登録注意事項 

  ① 教員免許を取得するには、「教職課程開講科目」＋「各学科配当科目（免許種ごとの科目）」で５９単位と、

「各学科配当科目に全教員免許状取得に対し、修得必須となる科目」の８単位が必要です。（６月の履修説明

会にて、各学科で取得可能な免許状ごとの取得単位一覧表〔履修案内〕を一人一冊配付する予定です。）  

② 学部・学科配当科目で取得希望する免許教科の科目（教科によって必修、選択は異なる）は、１年次からなる

べく履修してください。学部・学科配当科目は「学生生活ハンドブック」の授業科目配当表で確認してください。 

③ 教育実習派遣条件を満たすため、「スポーツ・レクリエーション（一）（二）」「日本国憲法」を３年次までに修得

してください。 

④ 教職課程の専門科目は１年次後学期から開講されます。後期履修登録期間に履修登録を行ってください。  

 （後期履修登録期間より履修登録が行えます。）  

⑤ 教職科目は教職科目時間割表で開講科目を確認し、必修科目であっても履修登録してください（教職科目 

 は自動登録にはならない）。 

⑥ 複数開講している同名科目は受講する日時を選択し、履修登録してください（学科指定開講科目を除く）。 

※世田谷・厚木両キャンパスで開講している講義科目は、学科指定のある科目を除き履修することができま 

す。 

⑦ 実験科目は受講学科を定めて開講しているので、確認のうえ履修登録してください。 
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 H コース データサイエンス基礎 

東京農業大学では、社会の要請に対応すべく 2023 年度から全学部生を対象としたリテラシーレベルの「数理・デ

ータサイエンス・AI 教育プログラム」を開始します。本プログラムは、文部科学省の「数理・データサイエンス・AI 教育

プログラム認定制度（リテラシーレベル）」に準拠し、数理・データサイエンス・AI の基礎的素養を涵養することを目的

としています。 

 

「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」を構成する科目と修了要件単位数 

分野 授業科目 単位数 
修了必要 

単位数 

導入科目 情報基礎（一） 2 単位 2 単位 

導入科目 情報基礎（二） 2 単位 2 単位 

課題別科目 特別講義 データサイエンス基礎 2 単位 2 単位 

専門基礎科目 実験計画法 2 単位 

2 単位以上
専門基礎科目 生物統計学 2 単位 

自然関係科目 統計学 2 単位 

専門共通科目 統計基礎 2 単位 

合 計  8 単位以上

※情報基礎（一）と情報基礎（二）の単位を修得していなければ特別講義 データサイエンス基礎を履修できません。 
 

「特別講義 データサイエンス基礎」の履修登録について 

「特別講義 データサイエンス基礎」は全学部生を対象に開講します。 

「情報基礎（一）」と「情報基礎（二）」の単位を修得していれば学年を問わず履修できます。 

（注）ライブオンラインの授業ではWebカメラ、イヤホン（ヘッドフォーン）、マイクが必要です。  

「特別講義 データサイエンス基礎」の特徴 

・授業内容は可能な限り農業に関する親しみやすい事例を取り入れることにより、解りやすい実習、ワークショッ

プを通じて、AI 時代における実学主義を涵養します。 

・富士通株式会社との包括連携協定に基づく人材交流によって、実践的かつ本学の専門性に沿った講義を複

数回設定し、データサイエンスの活用イメージが湧く授業内容を取り入れます。 

・より多くの学生が受講できるよう、授業はオンライン（オンデマンド、ライブ）で行います。 

「特別講義 データサイエンス基礎」の 2023 年度授業（概要）は https://www.nodai.ac.jp/datascience/ 

の「７．特別講義 データサイエンス基礎の授業内容」を参照してください。 

   授業詳細は https://nodaiweb.university.jp/datascience/ を参照してください。 

 

関連科目一覧 

学科 区分 開講学年 科目名 学科 区分 開講学年 科目名 

農学 選択 3 実験計画法 微生物 必修 1 生物統計学 

動物 必修 2 生物統計学 森林 選必 2 統計学 

デザイン 必修 2 実験計画法 工学 選必 2 統計学 

化学 選必 1 統計学 造園 選必 2 統計学 

醸造 選必 1 統計学 創成 選必 2 統計学 

健康 選択 1 統計学 開発 選択 2 統計基礎 

健康 選択 3 生物統計学 経済 選択 2 統計基礎 

栄養 選必 1 統計学 ビジネス 選択 2 統計基礎 

バイオ 必修 1 生物統計学 食農 選択 2 統計基礎 

生化 必修 1 生物統計学     

（注１） 関連科目の開講の無い学科は他学部・他学科聴講で履修してください。 

※ 
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８ 学術情報課程の履修登録について 
 

(1) 学部１年次生の履修申請 

① 受講希望者に対するガイダンス履修説明会の実施 

       ※世田谷・厚木キャンパスどちらのガイダンスに出席しても可。いずれか都合のよい日に出席してください。 

【世田谷キャンパス】 １１月１０日（金） １２：２０～１２：５０   

１１月１６日（木） １２：２０～１２：５０         

                                                     

【厚  木キャンパス】 １１月１４日（火） １２：２０～１２：５０   

１１月１７日（金） １２：２０～１２：５０   

 

② 受講料 

       学芸員資格（単修）       １３０，０００円 

       司書資格（単修）           １３０，０００円 

       学芸員・司書資格（併修）    １８０，０００円 

  ※納金した受講料は返金しません。 

 

③ 履修許可者発表・振り込み案内 

２０２４年１月（詳細は履修説明会で説明） 

 

④ 申込先 

【世田谷キャンパス】     教務課 

        【厚  木キャンパス】     学生教務課 

 

（2) 履修登録注意事項 

① 学術情報科目は学術情報科目時間割表で開講科目を確認し、必修科目であっても履修登録してください 

（学術情報科目は自動登録にはならない）。 

② 複数開講している同名科目は受講する日時を選択し、履修登録してください（学科指定開講科目を除く）。 

※世田谷・厚木両キャンパスで開講している講義科目は、学科指定のある科目を除き履修することができま

す。 

 

 

９ 全学共通科目「日本語」の履修登録 
 

この科目は、外国人留学生及び帰国子女を対象として開講する授業科目です。修得した単位は、卒業要件とし

て他学科履修・他学部履修・英語による専門教育プログラムと合わせて３０単位まで含めることができます。 

 

 

１０ 東京情報大学との協定に基づく科目の履修登録 
 

※ 学務課窓口で確認してください。 

 

131 教室 

トリニティーホール 
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１１　履修登録の入力方法

　履修登録は学生ポータルサイトの｢履修登録（修正）｣からできます。登録方法は以下のとおりです。

（1)　学生ポータルを開き「履修登録・修正」をクリックします。

① 「教務掲示」を選択

② ｢履修登録（修正）｣をクリック

 【注意】

  住所確認（または変更）を行って

  いない学生は、Web履修システムを

  利用することができません。

（2)　履修登録画面が表示されます。

初期表示は現在の年度・学期の登録

画面であり、登録されている開講

科目が表示されています。

① 他所属講義アイコン

コマに他所属講義がある場合、

他所属を表す画像[ 　　　]が表示され

ます。

② 再履修科目アイコン

コマに再履修科目がある場合、

再履修を表す画像[　　　　　　 ]が

表示されます。

③ 履修単位

学期、年間、累積（他所属のみ）の

履修単位数が確認できます。

・黒字：学期、年間は制限単位数

・赤字：履修中の単位の合計

・累積：制限単位数（黒字）＋今まで

　履修してきた単位＋登録中の単位の

　合計（赤字）を表示します。カッコ内に

　前の学期までの数が表示されます。
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（3)　履修登録を追加します。

　　新しく履修登録を追加（履修を申請）する方法について

①-⒈時間割表にある新規追加

[ 　　　]アイコンをクリックします。

①-⒉開講科目選択画面が表示

所属学部学科開講科目と全学開講

科目が表示されます。

「開講番号（履修番号）」「開講科目名・

担当教員」等の情報を確認し、

表示されている開講科目から選択し

[登録する]をクリックします。

②-⒈開講科目を検索して登録します。

 [開講科目検索]　をクリックします。

②-⒉検索画面が表示されます。

「開講番号」で検索する場合は注意

 ４桁の数字の前に、

 必ず半角英字大文字を入力してください。

  「Ｓ＊＊＊＊」　世田谷キャンパスの講義   

  「A＊＊＊＊」　厚木キャンパスの講義 

「開講番号」で検索する場合の注意
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③-⒈他所属講義を登録します。

[他所属講義選択]　をクリックします。

　※他学部・他学科履修

③-⒉他所属講義選択画面が表示

表示されている開講科目を選択し、

[登録する] をクリックします。

※　他所属講義科目を追加

表示されている開講科目以外の開講

科目を登録する場合は、

[開講科目を追加する]をクリックすると

登録できます。

④-⒈集中講義を登録します。

[集中講義選択]をクリックします。

④-⒉集中講義選択画面が表示

「開講番号（履修番号）」「開講科目名・

担当教員」等の情報を確認します。

表示されている開講科目から選択し

[登録する]　をクリックします。

「開講番号」で検索する場合の注意
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（4)　履修を削除することができます。

既存の「登録科目名」をクリックすると、

削除画面へ遷移します。

※必修科目などの自動登録科目を

削除する場合、注意メッセージ等が

表示されます。

（5)　登録内容が反映された状態で履修登録画面が表示されます。

前述(3)～(4)の手順を繰り返し、

開講科目をすべて選択し終えたら、

[入力内容を確認する] をクリックします。

※履修単位の上限については、

カリキュラム・学科により異なります。

この時点では、まだ履修登録は完了していません。
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（6)　履修登録内容確認画面が表示されます。

内容を確認のうえ、問題なければ

[この内容を登録する] をクリックします。

（7)　履修登録完了画面が表示されます。

履修登録が完了すると[登録番号]が

表示されます。

履修登録完了画面では、右上の

 [印刷する] ボタンをクリックすると

ブラウザの印刷画面が表示されます。

履修登録完了後の控えとして、

履修に関する問い合わせの際

「根拠資料」になりますので

右下の「登録番号」を控えてください。

問合せには「登録番号」が必要です。

この時点で履修登録が完了
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（8)　履修登録ができない場合

①「本人現住所の確認」等が未完了の

場合、エラーメッセージが表示されます。

履修登録を行うためには、

「本人現住所の確認」等をしてください。

②メニュー画面から「住所等の登録」

をクリックします。

※サイドメニューから選択もできます。

１２　履修確認について

(1)  学生ポータルで履修登録状況を確認してください。

　　　※確認日程等は９ページを参照してください。

(2)  履修登録内容に修正がある場合は、必ず履修修正期間に学生ポータルサイトから修正してください。

　全く別の授業科目が登録されますので、登録されている授業科目名・クラス・担当者を確認してください。

　履修登録内容の確認

　　□登録した科目が正しく登録されていますか

　　□科目名・担当教員名・クラスに間違えはありませんか

　　□履修登録をしていない科目が記載されていませんか

　　　➡　履修登録をしていない授業科目は、授業に出席しても単位は認定されません

(3)　履修登録は履修番号に基づき行っています。履修番号を誤って登録すると、エラーが表示されるか、
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７ 7

５
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◆
◆
◆

１
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５

５４
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◇

◇

1
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ダウンロードして

してください。

「在宅学習用教材」から該当科目の

開講学部をクリックしてください。
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（1)  Formsへのアクセス

① 「教務掲示」を選択

② ｢履修登録（修正）｣をクリック

 【注意】

 住所確認（または変更）を行って

 いない学生は、Web履修システムを

 利用することができません。

(2)　サインイン

①サインインを求める画面が表示され

たら、農大のメールアドレスを入力し、

 [次へ]をクリックしてください。

②Web認証画面が表示された場合は、

パスワードを入力し[ログインボタン]を

クリックしてください。

(3)　解答方法

③解答画面に切り替わり、解答が可能

になります。

④選択肢（複数選択有り）やテキスト

入力、ドロップダウン等の様々な解答

方式があります。

解答時間が設定されている場合は

59秒までが解答時間となりますので、

注意してください。

【例】9時までの場合、8時59分59秒まで
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